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大阪市港区におけるドライバーおよび従業員を対象とした
TFPによる継続性評価

林 昌史 ：大阪市計画調整局計画部幹線道路担当
鴻野 宏志：国土交通省近畿地方整備局大阪国道事務所地域調整課
大藤 武彦：(株)交通システム研究所
小澤 友記子：(株)交通システム研究所
松村 暢彦：大阪大学大学院工学研究科ビジネスエンジニアリング専攻

１. 動機
大阪市港区を取り巻く問題・・・

国道43号等幹線道路の渋滞等により沿道環境が悪化
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大阪市内主要国道沿道の
ＮＯ２(二酸化窒素・大気汚染物質)の濃度

これまでにも、環境改善に向けてさまざまな対策に取り組んでいる。
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２．事業所を対象としたモビリティ･マネジメント

行政団体

行政団体は・・・・・
事業所の皆様の取り組みを支援

従業員は・・・・・

「環境にやさしいクルマの使い方
を考える｣プログラムに参加

事業所は・・・・・

「環境にやさしい交通施
策」を推進

従業員事業所

2006年度から「環境にやさしい交通をすすめるプロジェクト」を実施

2007年度には 2006年度の「環境にやさしいクルマの使い方を考えるプログラム」2007年度には、2006年度の 環境にやさしいクルマの使い方を考えるプログラム」
に参加したドライバー・従業員を対象にフォローアップ調査を実施

調査種別 調査概要
調査期間

ドライバー対象 事業所従業員対象

事前
(2006年度)

ドライバー・事業所従業員の現状のクルマ利用状況を把
握し、「環境にやさしいクルマの使い方を考える」プログ
ラムに取り組む

2006年6月 2006年11月

事後
(2006年度)

「環境にやさしいクルマの使い方を考える」プログラム取
り組み後の、クルマ利用状況を調査

2006年7月
※湾岸線料金割引
社会実験期間

2006年12月

フォローアップ
(2007年度)

「環境にやさしいクルマの使い方を考える」プログラム取
り組みの約1年後のドライバー・事業所従業員のクルマ
利用状況を調査

2007年11月

３. プログラムのながれ
A. ドライバー対象コミュニケーショ

ン・アンケート調査

フィードバック情報提供と
事後調査

A.ドライバー対象

フォローアップ調査

2006年6月上旬

2006年7月上旬

B. 従業員対象コミュニケーション・
アンケート調査

フィードバック情報提供と
事後調査

2006年11月上旬

2006年12月上旬

B.従業員対象

フォローアップ調査

2007年11月15日配布
2007年11月22日回収19事業所 参加者281人 26事業所 参加者227人

2007年11月

結果報告 エコバック配布
2008年1月配布

1年後の交通行動の分析

2006年度の「環境にやさしいクルマの使い方を考える」プログラム以降の交通行動を
把握するためのフォローアップ調査

・通勤交通における1週間の交通手段別外出回数
・通勤交通における高速道路利用率の変化
・業務交通における1週間の自動車利用回数
・業務交通における高速道路利用率の変化
・CO2排出量の変化

・3日間の目的別交通手段別外出回数の変化
・3日間の目的別交通手段別移動時間の変化
・CO2排出量の変化

A.ドライバー対象での分析内容 B.事業所従業員対象での分析内容

４. プログラムの結果
A.ドライバーの「環境にやさしいクルマの使い方を考える」プログラム
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昨年度よりもさらに高速道路利用率が増加事前と比較すると、自動車利用率は1ポイント減少
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利用交通手段の割合

４. プログラムの結果
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昨年度よりもさらに自動車（運転）の割合が減少し、徒歩・自転車の割合が増加。
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５. 「環境にやさしいクルマの使い方」実践状況
フォローアップ調査については、2006年のアンケートの取り組み後、「環境にやさ
しいクルマの使い方」をどの程度意識して実践したか、また、どのようなことを実践し
たかを調査。

実践しようと思っ
たができなかった

12%

ずっと実践した
11%

全く実践しようと
思わなかった

2%
47%
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実践方法

回答者数：103名

「環境にやさしいクルマの使い方」
実践状況

回答者数：113名

8割以上の方が何らかの行動を実践

かなり実践した
19%

12%

少しだけ実践した
56%

28%

18%

12%

11%

10%

9%

3%

31%エコドライブを心がける

クルマの代わり徒歩で移動する

通勤や家族の用事などついでに済ませる

何人か相乗りして、クルマの台数を減らす

高速道路を利用する

遠くまで行かず近くの目的地に変える

出発時間を渋滞のない時間へ変更する

その他

本プログラムにより、1年後でも、その効果が継続していることが検証できた。

６. フォローアップ調査における分析、課題及び今後の展開について

フォローアップ調査の分析
○ 2006年度のＴＦＰ（事前・事後アンケート）の参加者を対象に、2007年度のフォローアップ調査を行っ
たが、取り組みの参加状況は以下のとおりであった。

ドライバー対象調査：平成18年度 281名 ⇒ 平成19年度 126名（45%）
従業員対象調査 ：平成18年度 227名 ⇒ 平成19年度 124名（55%）

○ ドライバー調査は、1年半後での調査のため、季節変動がある?
平成18年度 事前6月、事後7月⇒平成19年度 フォローアップ調査11月（1年半後）

○ ガソリン価格の高騰など、社会情勢の変化がある?

今後の展開課題

○ 参加率の向上

○ TFPの効果の持続
○ 対象者の拡大

○ 「電車・ﾊﾞｽﾏｯﾌﾟ」等の啓発資料配布の継続

○ ポータルサイトの充実、拡充

○ 事業所の意思決定者への啓発（参加事業所の増加)

（http://www.osakacity.or.jp/MM)

【ポータルサイト】【啓発資料】【電車・バスマップ】
（１）その目的地はどこですか？
　　　(おおよその所在地で結構です)

（２）目的地到着までに高速道路を利用しましたか？

問３　最近、仕事で自動車を使った外出を一つ思い出してください。
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ユニバーサルシティ

北港西

天保山

中島
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所在地： 　　　　　　　　　　　市　　　　　　　　　　区・町

　絶対無理　　→（５）へ
　　　無理ではないが難しい
　できると思う/利用している

　　徒歩　　　　　　自転車　　　　　バイク
　　タクシー　　　　バス　　　　　　電車
　　地下鉄　　　　　その他 (　　　　　　　　 )

③　①で自動車以外の手段で目的地へ行くことが「できると思う」

　　「無理ではないが難しい」と回答された方にお聞きします。

　　自動車以外で外出するとしたら、何を使いますか？

　　　（当てはまるものすべてに? をつけてくだ さい）

　　

　渋滞を避けて、出発時間をずらす 　　　　　その他
　1回の外出で、色々 な用事を済ます
　長時間停車する場合は、エンジンをストップする 　　　　　　　　　　　

　利用していない　　　利用した　　　

② この外出で高速道路を利用することができますか？

　　　 高速道路を利用することで、
　　　　排気ガスやCO2排出量を大きく削減できます。

① 自動車以外の手段で目的地へ行くことは可能だと思いますか？

　　 一部のドライバーの方、もしくは何回かに １回でも他の手段を

　　　　お使いになるだけで、渋滞は大きく緩和することが知られています。

④　　②で高速道路利用が「できると思う」 「無理ではないが難しい」と回答された方にお聞きします。

　　　　高速道路を利用する際の具体的なルートを、下記の地図にご記入下さい。

→④へ

　絶対無理　　→②へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→③へ

　小型車　　　大型車※１

⑥　 　④で阪神高速　　　　湾岸線ルートを選択された方にお聞きします。

　　　　どのようなことを考慮して湾岸線を選択されましたか？次の中からあてはまるもの全てに ? をしてください

　環境を良くしようと思うから　　　　　料金が安くなっているから
　　　快適に走行できるから
　渋滞がないから

チラシをご参照下さい

　　　　その他

＜ご記入の際には＞

・出発地と目的地の場所を地図
上に○で記入してください。（地

図上に無い場合は地図の端に

記入下さい）

・具体的なルートを線で示してく

ださい。

・利用した高速道路の入口また

は出口を○で示してください。

できるだけ、ご自分で意思決定できる外出を選んで考え て見てください 。

⑤　 　高速道路の料金を負担するのはどなたでしょうか？ 　自分　　会社　　荷主　 その他(　　　　　　　　 )

また、その場合、どのような経路で移動しますか？

（左ページの＜記入例＞を参考に、右の欄にご記入下さい）

５

※１大型車：大型バス（定員 30人以上又は総重量8t以上）、大型トラック（最大積載量５ t以上又は総重量８ t以上 ）、 大型特殊自動車、３軸のトレー ラーヘッド

（ １）その目的地はどこですか？

　 　　(おおよその所在地で結構です)

（ ２）目的地到着まで に高速道路を利用しましたか？

問３　最近、仕事で自動車を使った外出を一つ思い出してください。
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　渋滞を避けて、出発時間をずらす 　　　　　その他
　1回の外出で、色々 な用事を済ます
　長時間停車する場合は、エンジンをストップする 　　　　　　　　　　　

　利用していない　　　利用した　　　

② この外出で高速道路を利用することができますか？

　　　 高速道路を利用することで、
　　　　排気ガスやCO2排出量を大きく削減できます。

① 自動車以外の手段で目的地へ行くことは可能だと思いますか？

　　 一部のドライバーの方、もしくは何回かに １回でも他の手段を

　　　　お使いになるだけで、渋滞は大きく緩和することが知られています。

④　　②で高速道路利用が「できると思う」 「無理ではないが難しい」と回答された方にお聞きします。

　　　　高速道路を利用する際の具体的なルートを、下記の地図にご記入下さい。

→④へ

　絶対無理　　→②へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→③へ

　小型車　　　大型車※１

⑥　 　④で阪神高速　　　　湾岸線ルートを選択された方にお聞きします。

　　　　どのようなことを考慮して湾岸線を選択されましたか？次の中からあてはまるもの全てに ? をしてください

　環境を良くしようと思うから　　　　　料金が安くなっているから
　　　快適に走行できるから
　渋滞がないから

チラシをご参照下さい

　　　　その他

＜ご記入の際には＞

・出発地と目的地の場所を地図
上に○で 記入して ください。 （地

図上に無い場合は地図の端に

記入下さい）

・具体的なルー トを線で示して く

ださい。

・利用した高速道路の入口ま た

は出口を○で示してください。

できるだけ、ご自分で意思決定できる外出を選んで考え て見てください 。

⑤　 　高速道路の料金を負担するのはどなたでしょうか？ 　自分　　会社　　荷主　 その他(　　　　　　　　 )

また、その場合、どのような経路で移動しますか？

（左ページの＜記入例＞を参考に、右の欄にご記入下さい）

５

※１大型車：大型バス（定員 30人以上又は総重量8t以上）、大型トラック（最大積載量５ t以上又は総重量８ t以上 ）、 大型特殊自動車、３軸のトレー ラーヘッド

問１　通勤 (パート・アルバイトを含む )についてお聞きします。

（１）現在、どの交通機関で通勤をしていますか？
　　　具体的な交通機関に? をつけて、各交通機関を１週間に
　　　およそ何日ずつ利用されているかを記入してください。
　　　

（２）1日の通勤時間(往復)を教えてください。

　　徒歩　　　　　　自転車　　　　　バイク

　　タクシー　　　　バス　　　　　　電車

　　地下鉄　　　　　その他(　　　　　　　 )

（３）通勤で高速道路を利用していますか？
　　利用しているとすればどれぐらいですか？
　　　（できれば利用高速道路名もご記入ください。 ）　　

＜記入例＞

自宅

地下鉄本町駅
地下鉄
弁天町駅

職場

自転車

地下鉄中央線

( ｱ)自宅、職場、駅などを記入し、
○で囲みます。

( ｲ)○を線でつなぎます。
( ｳ)線の近くに「徒歩｣、「JR]な
ど交通機関を記入します。

徒歩

⑤自宅を出発する時刻を変えることは、可能だと思いますか？

　　一部の自動車が出発時刻をずらすだけでも、
　　渋滞は大きく緩和することが知られています。

　　ETC搭載車両は，午前7時以前に阪神高速道路
　　を利用すると5～10％割引されます。

　　絶対無理　　→ 問２へ
　　　無理ではないが難しい

　　できると思う

　時　　　　分頃に　自宅を出ようと思う

　　絶対無理　　→ ⑤へ

　　無理ではないが難しい

　　 　できると思う /利用している

高速 　　　　　　　　線　　　 　　　　　入口から

高速　 　 　　　　　 線　　 　　　　　出口を利用す
る

　利用している（週に　　　　　　日ぐらい）

　　　利用高速道路名　　　　　　　　　　線

　利用していない　 　　

一日に　　　　　時間　　　　　分　　ぐらい

　

　　自動車　週に　　　日

　　電車　 週に 　　　日

　　バス　 週に 　　　日

　　その他 週に 　　　日

徒歩
自転車
バイク
タクシー
その他(　 　　　)

　　週に　　　　　　　　回ぐらい　

問２　普段の仕事での自動車の利用状況をお聞かせ下さい。
　　　　　 （仕事で自動車を利用しない方は、ここで終わりです。)

（１）仕事でどのくらい自動車を使っていますか？

（２）仕事で高速道路をどれぐらい利用しますか？（片道１回でお考え下さい）

　④　阪神高速湾岸線などの高速道路を利用することは可能だと思いますか？

◆自動車を利用する場合でも・・・

高速道路を利用することで、

排気ガスやC O2排出量を大きく削減できます。

最近の一週間で　　　　　回　 延べ　　　 時間　　　　分
片道(目的地まで )を1回として数えてください。

　絶対無理 　　→④へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→②へ

（４）通勤に少しでも自動車を利用している方にお聞きします。（自動車通勤をしていない方は、 下段の問２におすすみください)
　　まずは、小冊子「環境にやさしいクルマの使い方を考えるプログラム｣をご一読ください。
　

◆自動車以外の交通手段で通勤するとしたら・・・
　①自動車以外で通勤することは、可能だと思いますか？

　　　 一部のドライバーの方、もしくは何回かに１回でも
　　　　他の手段をお使いになるだ けで、渋滞は大きく緩和

　　　　することが知られています。

　②自動車以外で通勤する としたら、 自宅から職場まで、 どの

　　交通手段を使いま すか？

　　　(当てはまるものすべてに ? をつけてください)

　③その場合、どのような経路になりますか？
　　 右の＜記入例＞を参考に、下の欄にご記入ください。

問１　通勤 (パー ト・アルバイトを含む )についてお聞きします。

（１）現在、どの交通機関で通勤をしていますか？
　　　具体的な交通機関に? をつけて、各交通機関を１週間に
　　　およそ何日ずつ利用されているかを記入してください。
　　　

（２）1日の通勤時間(往復)を教えてください。

　　徒歩　　　　　　自転車　　　　　バイク

　　タクシー　　　　バス　　　　　　電車

　　地下鉄　　　　　その他 (　　　　　　　 )

（３）通勤で高速道路を利用していますか？
　　利用しているとすればどれぐらいですか？
　　 　（できれば利用高速道路名もご 記入くだ さい。 ） 　　

＜記入例＞

自宅

地下鉄本町駅
地下鉄
弁天町駅

職場

自転車

地下鉄中央線

( ｱ)自宅、職場、駅などを記入し、
○で囲みます。

( ｲ)○を線でつなぎます。
( ｳ)線の近くに「徒歩｣、「JR ]な
ど交通機関を記入します。

徒歩

⑤自宅を出発する時刻を変え ることは、可能だ と思いますか？

　　一部の自動車が出発時刻をずらすだけで も、
　　渋滞は大きく緩和することが知られています 。

　　ETC搭載車両は，午前 7時以前に阪神高速道路
　　を利用すると 5～ 10％割引されます。

　　絶対無理　　→ 問２へ
　　　無理ではないが難しい

　　できると思う

　時　　　　分頃に　自宅を出ようと思う

　　絶対無理　　→ ⑤へ

　　無理ではないが難しい

　　 　できると思う /利用している

高速 　　　　　　　　線　　　 　　　　　入口から

高速　 　 　　　　　 線　　 　　　　　出口を利用す
る

　利用している（週に　　　　　　日ぐらい）

　　　利用高速道路名　　　　　　　　　　線

　利用していない　 　　

一日に　　　　　時間　　　　　分　　ぐらい

　

　　自動車　週に　　　日

　　電車　 週に 　　　日

　　バス　 週に 　　　日

　　その他 週に 　　　日

徒歩
自転車
バイク
タクシー
その他(　 　　　)

　　週に　　　　　　　　回ぐらい　

問２　普段の仕事での自動車の利用状況をお聞かせ下さい。
　　　　　 （仕事で自動車を利用しな い方は、ここで 終わりです 。)

（１）仕事でどのくらい自動車を使っていますか？

（２）仕事で高速道路をどれぐらい利用しますか？（片道１回でお考え下さい）

　④　阪神高速湾岸線などの高速道路を利用することは可能だと思いますか？

◆自動車を利用する場合でも・・・

高速道路を利用することで 、

排気ガス やC O2排出量を大きく削減できます。

最近の一週間で　　　　　回　 延べ　　　 時間　　　　分
片道(目的地まで )を1回として 数えてください。

　絶対無理 　　→④へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→②へ

（４）通勤に少しでも自動車を利用している方にお聞きします。（自動車通勤をしていない方は、 下段の問２におすすみください)
　　まずは、小冊子「環境にやさしいクルマの使い方を考えるプログラム｣をご一読ください。
　

◆自動車以外の交通手段で通勤するとしたら・・・
　①自動車以外で通勤することは、可能だと思いますか？

　　　 一部のドライバーの方、もしくは何回かに１回でも
　　　　他の手段をお使いになるだ けで、渋滞は大きく緩和

　　　　することが知られています。

　②自動車以外で通勤する としたら、 自宅から職場まで、 どの

　　交通手段を使いま すか？

　　　(当てはまるものすべてに ? をつけてください)

　③その場合、どのような経路になりますか？
　　 右の＜記入例＞を参考に、下の欄にご記入ください。

　　徒歩　　　　　　自転車　　　　　バイク

　　タクシー　　　　バス　　　　　　電車

　　地下鉄　　　　　その他 (　　　　　　　 )

（３）通勤で高速道路を利用していますか？
　　利用しているとすればどれぐらいですか？
　　 　（できれば利用高速道路名もご 記入くだ さい。 ） 　　

＜記入例＞

自宅

地下鉄本町駅
地下鉄
弁天町駅

職場

自転車

地下鉄中央線

( ｱ)自宅、職場、駅などを記入し、
○で囲みます。

( ｲ)○を線でつなぎます。
( ｳ)線の近くに「徒歩｣、「JR ]な
ど交通機関を記入します。

徒歩

＜記入例＞

自宅

地下鉄本町駅
地下鉄
弁天町駅

職場

自転車

地下鉄中央線

( ｱ)自宅、職場、駅などを記入し、
○で囲みます。

( ｲ)○を線でつなぎます。
( ｳ)線の近くに「徒歩｣、「JR ]な
ど交通機関を記入します。

徒歩

⑤自宅を出発する時刻を変え ることは、可能だ と思いますか？

　　一部の自動車が出発時刻をずらすだけで も、
　　渋滞は大きく緩和することが知られています 。

　　ETC搭載車両は，午前 7時以前に阪神高速道路
　　を利用すると 5～ 10％割引されます。

　　絶対無理　　→ 問２へ
　　　無理ではないが難しい

　　できると思う

　時　　　　分頃に　自宅を出ようと思う

　　絶対無理　　→ ⑤へ

　　無理ではないが難しい

　　 　できると思う /利用している

高速 　　　　　　　　線　　　 　　　　　入口から

高速　 　 　　　　　 線　　 　　　　　出口を利用す
る

　利用している（週に　　　　　　日ぐらい）

　　　利用高速道路名　　　　　　　　　　線

　利用していない　 　　

一日に　　　　　時間　　　　　分　　ぐらい

　

　　自動車　週に　　　日

　　電車　 週に 　　　日

　　バス　 週に 　　　日

　　その他 週に 　　　日

徒歩
自転車
バイク
タクシー
その他(　 　　　)

　　週に　　　　　　　　回ぐらい　　　週に　　　　　　　　回ぐらい　

問２　普段の仕事での自動車の利用状況をお聞かせ下さい。
　　　　　 （仕事で自動車を利用しな い方は、ここで 終わりです 。)

（１）仕事でどのくらい自動車を使っていますか？

（２）仕事で高速道路をどれぐらい利用しますか？（片道１回でお考え下さい）

　④　阪神高速湾岸線などの高速道路を利用することは可能だと思いますか？

◆自動車を利用する場合でも・・・

高速道路を利用することで 、

排気ガス やC O2排出量を大きく削減できます。
高速道路を利用することで 、

排気ガス やC O2排出量を大きく削減できます。

最近の一週間で　　　　　回　 延べ　　　 時間　　　　分最近の一週間で　　　　　回　 延べ　　　 時間　　　　分
片道(目的地まで )を1回として 数えてください。

　絶対無理 　　→④へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→②へ

　絶対無理 　　→④へ
　　　無理ではないが難しい

　できると思う
→②へ

（４）通勤に少しでも自動車を利用している方にお聞きします。（自動車通勤をしていない方は、 下段の問２におすすみください)
　　まずは、小冊子「環境にやさしいクルマの使い方を考えるプログラム｣をご一読ください。
　

◆自動車以外の交通手段で通勤するとしたら・・・
　①自動車以外で通勤することは、可能だと思いますか？

　　　 一部のドライバーの方、もしくは何回かに１回でも
　　　　他の手段をお使いになるだ けで、渋滞は大きく緩和

　　　　することが知られています。

　②自動車以外で通勤する としたら、 自宅から職場まで、 どの

　　交通手段を使いま すか？

　　　(当てはまるものすべてに ? をつけてください)

　③その場合、どのような経路になりますか？
　　 右の＜記入例＞を参考に、下の欄にご記入ください。

【アンケート調査】 【啓発活動】


